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小児がん中央機関の業務
小児がん中央機関の業務 

小児がん専門相談員研修の提供、
および継続研修の実施 

各種小児がんの情報、小児がん
拠点病院の情報を提供する「小
児がん情報サービス」を構築	

拠点病院院内がん登録データの
小児がん特別集計を行い公表 

成人拠点病院に実施している相
談員基礎研修(1))を提供 

小児がん中央診断（病理、
分子診断、放射線）の実施 

小児がん統合学会登録の
オンライン化 

脳腫瘍チーム研修、	
長期フォローアップ	
チーム研修の実施	

「小児がん情報サービス」にお
ける患者支援情報の収集作成 
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国立がん研究センター 
 
 
 
 

 
 
 
国立成育医療 
　　研究センター 
 
 
 

がん診療連携拠点病院等 
　　（小児がん拠点病院を含む） 
 

 
 

 

小児がんデータベース 
（ＡＹＡ世代含む） 

院内がん登録全国集計 

30歳未満 
の患者 
データ 

 
オンライン 
提出 

 　　　院内がん登録　 
　　　　　　　　　　　　　（疾患横断的） 

小児がん拠点と一部施設で実施 

小児がん特異的項目 

 
同時 

オンライン 
提出 

小児がん特異的項目 

小児固形腫瘍 
　観察研究参加施設 
 
 
 
 

その他基本項目 

臓器 
 

特異的項目 
臓器 

 

特異的項目 
臓器 

 

特異的項目 
臓器 

 

特異的項目 

小児がん特異的項目 

がん登録実務者 

医師 ������	
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国立がん研究センター 

 

小児固形腫瘍 
観察研究（JCCG） 
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AYA世代 
がん解析 
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小児がん中央 
機関連絡会議 
（国がん-成育） 
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小児がん拠点病院ができてからの
診療動態

7

白血病

神経芽腫

胚細胞性腫瘍

悪性リンパ腫
組織球症

TAM

その他

脳脊髄腫瘍

軟部腫瘍

骨腫瘍

肝腫瘍
腎腫瘍

網膜芽腫

その他

35.9%

7.2%

14.9%
6.6%

5.8%

5.9%

5.3%

3.8%

3.2%

日本の小児がん（日本小児血液・がん学会 疾患登録 2016年集計 ）

日本小児血液・がん学会 

2013-2015登録症例より

血液腫瘍

固形腫瘍
n=990/年

n=1082/年
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国立成育医療
研究センター

東京都立小児総合医療センター

埼玉県立小児医療センター

神奈川県立こども医療センター

東北大学病院

北海道大学病院

三重大学医学部
附属病院

九州大学病院

広島大学病院

兵庫県立こども病院

京都府立医科大学
附属病院

京都大学医学部
附属病院

大阪母子総合医療センター

大阪市立総合
医療センター

名古屋大学医学部
附属病院

小児がん拠点病院
2013年2月に選定された。

15歳未満の小児がん患者は年間2000～2500人の発症があり、
そのうち約40％をカバーしていると考えられる。

各ブロック協議会参画
の小児がん診療施設
は、総計142施設ある。

6施設はこども病院
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北海道 33.6% 83

東北 26.4% 97

関東甲信越 30.2% 186

中部 20.6% 94

近畿 54.5% 134

中四国 20.0% 94

九州 25.0% 168

学会登録数からみた関東甲信越地域の小児がん

関東甲信越

2013-2015

中部

近畿

中四国
九州

北海道
東北

2455例
38.7%

14.2%

19.4%

7.4%

10.6% 5.8%

3.9%

(n=6347) 拠点病院
カバー率

１拠点病院
あたりの

診療数(３年)

日本小児血液・がん学会 疾患登録 2016年集計より

総計 32.2% 136
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拠点病院拠点病院以外の診療病院

2012

2013

2014

28.4%

31.0%

33.9%

小児がん患者在院
のべ日数の総計

162116

166983

158417

15の小児がん拠点病院選定

拠点病院への集約化はやや頭打ち(?)
小児がん患者在院のべ日数の拠点病院比率

関東甲信越地域小児がん医療提供体制協議会

2015 180851

32.6%
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白血病

脳腫瘍
神経芽腫

組織球症

リンパ腫

網膜芽腫

肝腫瘍

骨軟部腫瘍

MDS

胎児性腫瘍 腎腫瘍

小児がん入院患者延べ数�

小児がん入院在院延べ日数�

小児がんセンター入院患者は	
増加している 

国立成育医療研究センター小児がんセンター
入院患者数は増加している
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32.3%

10.1%

小児がん拠点病院

小児がん拠点病院

60症例以上

30~59症例
60症例以上

30~59症例

10症例未満

小児がん診療数別病院数 小児がん診療数（３年）

20~29症例

10~19症例

24.6%

25.7%

小児がん診療病院は全国に約150施設ある。半数が年間10症例以上の診療規
模を持ち、およそ25%が年間20症例以上の診療数である。57%の患者さんが

ある程度の規模の病院で診療されていることが分かる。
小児がん拠点病院の診療は15施設で32%を占めている。

20~29症例

10~19症例

56.9%

n=149

日本小児血液・がん学会 疾患登録 2016年集計より

13.4%
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小児がん診療病院数 小児がん診療数（３年）
日本小児血液・がん学会 疾患登録 2016年集計より

大学病院

総合病院

小児病院

がんセンター

大学病院

総合病院 小児病院
がんセンター

小児がん拠点病院

小児がん診療病院数を種類別に診た場合、55%が大学病院であり、
10%が小児病院である。実際の小児がん患者診療数は、大学病院で

57%、小児病院で25%、総合病院で16%となる。

55.1%

10%

32.2%
小児がん拠点病院

16%

56.6%

24.7%
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2010-2012 2013-2015血液腫瘍

病院数

患者数

175施設 143施設

3309人 3246人

日本小児血液・がん学会 疾患登録集計より

60症例以上
60症例以上

60症例
以上

60症例
以上
6 9施設

13.8%

23.8%

1-4症例1-4症例

5-9症例

5-9症例

10-19症例 10-19症例

10-19症例10-19症例

20-29症例 20-29症例

20-29症例
20-29症例

30-39症例
30-39症例

30-39症例30-39症例

40-49症例

40-49症例

50-59症例

50-59症例
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2010-2012 2013-2015固形腫瘍

病院数

患者数

139施設 129施設

3194人 3101人

日本小児血液・がん学会 疾患登録集計より

60症例以上
60症例以上

60症例以上60症例
以上

10
15施設

31.0%
41.2%

1-4症例1-4症例

5-9症例
5-9症例

10-19症例
10-19症例

10-19症例
10-19症例

20-29症例 20-29症例

20-29症例
20-29症例
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脳腫瘍・眼腫瘍・骨軟部腫瘍
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現況報告と日本小児血液・がん学会登録との相違
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脳脊髄腫瘍の診療状況
日本小児血液・がん学会 疾患登録 2013-15年集計より

4症例以下が70施設/128施設

5-15症例が42施設

*現況報告との差異は、このデータは日本小児
血液・がん学会の登録症例であり、小児科以外
で診療している患者を登録していない可能性が
高い。逆に言えば、その乖離は他科での診療数
の多さを物語るのかもしれない。さらに、日本
小児血液・がん学会に関係ない脳腫瘍専門施設
が数施設漏れていることが問題である。

16症例以上が16施設(53.7%)

*注：症例数は2013-15年の総和

30症例以上が7施設(32.8%)

19

関東甲信越の脳脊髄腫瘍診療（2015）

3症例以下が22施設/38施設

*注：症例数は2015年の新患＋再発

20症例以上が5施設（50.2%）
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眼腫瘍の診療状況
日本小児血液・がん学会 疾患登録 2013-15年集計より

0症例が70施設/128施設

上位5施設で全体の52.2%を診療
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関東甲信越の眼腫瘍診療（2015）

38施設中27施設で診療
は行われていない
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骨腫瘍

軟部腫瘍

日本小児血液・がん学会 疾患登録 2013-15年集計より

0-1症例が81施設/128施設

0-1症例が53施設/128施設
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軟部腫瘍

骨腫瘍
関東甲信越地域小児がん医療提供体制協議会
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